
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸術の秋！ 実りの秋！ 食欲の秋！ 
与板いきいき文化フェスティバル 開催！ 

 
 雨も上がり、与板いきいき文化フェスティバル２０１８が、今年も盛大に開催されました。 

 よいたん鍋やつきたて餅は販売前から長蛇の列ができ、あっという間に売れ切れに。しんせん野菜・特産

品市場も、たくさんのお客さんで賑わいました。 

作品展・芸能発表会では、今までの成果が存分に発揮され、見に来た人 

たちも真剣に見入っていました。 

 その他、おもしろ釣り堀などの体験イベントにもたくさんの人が集まり、 

与板の秋を目で耳で舌で堪能しました。（10月 27、28日） 

よいたん鍋には大行列が！ クラフト体験では可愛い貝のペンダント作り 

新鮮な野菜、特産品が次々完売！ 

農業機械に 
 わくわく!! 

おもしろ釣り堀 
 狙いを定めて えいっ!! 

たくさんの人が作品展を鑑賞 伝統芸能の発表 

特別ゲスト 堀沢ファミリーの演奏 
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■正徳館高校は地域貢献活動に力を入れています！ 

与板十五夜まつりフォトコンテスト、与板楽山

苑写真撮影会の作品展示を与板いきいき文化フェ

スティバルで行いました。十五夜まつりの熱気と

楽山苑の魅力を表現する力作の数々が作品展示会

場を彩りました。 

 体育館ステージでは、十五夜まつりフォトコン

テストの表彰式も行われ、受賞者に賞状と副賞が

贈呈されました。 

 受賞作品は、来年の与板十 

五夜まつりのポスターやプロ 

グラム等でＰＲに活用されま 

す。 

受賞者の皆さん、おめでとうございました。 

主催：与板十五夜まつり連絡協議会 

力作が勢ぞろい！ 

最優秀賞  「登り屋台」  小林 幸恵さん 

優秀賞    「そーれ！！」 池田 勝晃さん 

特別賞    「練り歩く神輿とマジンガー」 

井村 昭夫さん 

最
優
秀
賞 

「
登
り
屋
台
」 

平成 30 年度 

与板十五夜まつりフォトコンテスト受賞者 

地域と共に 正徳館フェスティバル！ 

       正徳館高校で正徳館フェスティバルが行われ 

ました。19日には今年で３回目になる太鼓芸能 

集団「鼓童」による迫力満点の演奏会が行われ、 

魅せる演奏に、与板中学校生徒と地域住民が一緒 

になって聴き入っていました。 

 20日のフェスティバル当日には、１、２年生に

よるキャリアガイダンス発表や、学年の垣根を越えたグループ

企画などが行われました。また、与板名物の販売コーナーも設

けられ、地元のお店と協力し、学生の手で地元の野菜やお菓子

などが販売されました。 

 「お客さんを笑顔にできるように頑張りましょう」と生徒会

副会長 鈴木さんの言葉で始まった正徳館フェスティバルは、

笑顔でいっぱいのイベントとなりました。（10月 19、20日） 

 

 

 正徳館高校の全生徒（93

名）で、与板地域の河川公園

や商店街などで清掃活動を

行いました。 

燃えるごみ、燃えないご

み、危険物等それぞれ袋を分

け、与板地域内をきれいにし

ました。（10月４日） 
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与板町商工会青年部による与板ハロウィンＰ Ｊ
プロジェクト

。 

493名の子どもたちが魔女やオバケ等に扮し、商店街 

をねり歩きました。協賛店舗と子どもたちの間には「トリック オア トリート！」「ハッピー ハロウ

ィン！」と楽しそうな声が飛び交い、お菓子をもらった子どもは「どうもありがとう！」と元気にお

礼を言っていました。 

初めて入るお店のことを知る機会になり、協賛 

店舗からは「子どもと交流する機会ができて、店 

を覚えてもらえてありがたい。」といった感想が 

聞かれました。（10月 31日） 

与板刃物工芸館  むすんでひらいて 
第４回展 開催中 

 与板刃物工芸館で、埼玉大学院生の今井貴憲さんの

個展「強さのかさなり」を開催中です。 

与板の鍛冶職人と埼玉大学の 10 年以上続く交流か

ら生まれた個展で、会場には木を用いた美術作品 11

点が並び、木のさわやかな香りに包まれています。作

品の創作には、与板の打刃物を使用しています。 

伝統ある与板打刃物と若い工芸作家の感性が重な

りあう展示会です。みなさんぜひ足をお運びくださ

い。 

 開催時期＝12月中旬まで（毎週日曜日のみ） 

午前 10時から午後４時まで 

与板★中川清兵衛記念ＢＢＱビール園が、10月 22日（月） 

に今シーズンの営業を終了しました。 

地元事業者の運営となって２年目の今シーズンは、新メニューや季節限定メニューの提供、キッズ

スペースの新設などサービスの充実を図り、キャンドルナイト＠与板のイベント会場提供など地域と

密着した営業を展開しました。 

今年は記録的な猛暑となった日もあり、地元は 

もとより県内外から 6,000名を超えるたくさんの 

方々からご利用いただきました。 

来期も地域と連携し、与板の新しい魅力を発信 

していこうと企画しています。 

 今シーズンのご利用ありが 

とうございました。 

また来期をお楽しみに♪ 

子どもと商店街が楽しく交流 

暑い熱い夏を飲みほして 
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台風が通過し、少し強い風が残る中、「ぶら

り、よいた まち歩き 戊辰の役 inよいた」

が開催されました。 

今年は戊辰戦争から 150 年を迎える節目の

年。54 名の参加者は戦場跡等を巡り、与板町

歴史ボランティアガイド会の方々から語られ

る当時のエピソードに思いを馳せながら、約６

kmの道のりを歩きました。（10月７日） 

 

絶景でお弁当も美味しく！ 

節目の年に思いを馳せる 

ウォーキングマップで与板を歩こう！ 

越後三山がすぐ目の前にあり、六日町のシン

ボルでもある坂戸山（標高 634ｍ）において、

与板地域登山を開催しました。 

当日は好天に恵まれ絶好の登山日和となり、

27 名の参加者は山頂からの絶景を楽しみまし

た。（10月 14日） 

 

いざという時に備えて 

 地震を想定した与板地域防災訓練が行われまし

た。今年は黒川地区を重点地区とし、旧与板公民館

黒川分館では簡易更衣室組立や救急救命・応急手当

訓練、炊き出し訓練などが行われました。また、消

防団による放水訓練も行われ、地域住民一人ひとり

が、いざという時に備えた心がまえを確認しまし

た。（10月 21日） 

                       秋晴れのさわやかな空の下で、与板大好き運動

指導員 大塚謙児さんのウォーキング講座を開催

しました。ウォーキングマップ「四季めぐりコー

ス」に挑戦し、徳昌寺や楽山苑などの名所を巡り

ながら楽しく歩きました。講師から歩く姿勢、速

さ、効果的なストレッチ方法を教わり、こころも

カラダもリフレッシュ！（10 月 11 日） 

※ ウォーキングマップは、与板支所、よいたコミュニティセンターに設置してありますので、ご

活用ください。 
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長年にわたる地域への貢献により 
受賞された方々をご紹介します 

 

 与板小学校５年生が、柿狩りを行いました。一生懸命取っ 

た柿は、渋を一つ一つ丁寧に抜き、戦時中、疎開児童を受け 

入れた縁で交流が続いている東京都葛飾区の堀切小学校へ送 

られました。 

この柿の木はかつての疎開児童らの寄付で植えられた記念 

樹で、与板と堀切の友情の証となっています。高い所の柿も 

落とさないように収穫し、最終的に約 500個となり、豊作の秋となりました。（10月 16日） 

知っておきたい！子どもとインターネット  乳幼児期からのインターネットの関わり方について講

座を開催しました。これは、早寝・早起き・おいしい朝ご

はん運動推進会議が「毎月 19 日は食育の日 テレビを消

してごはんを食べよう」運動の一つとして企画したもので

す。子育て、孫育て真っ最中の保護者や幼稚園、保育園の

先生が集まり、家族に大切なものは何か考えるきっかけに

なりました。 

子どもと一緒に家族のルール作りなどを話し合い、お子

さんの安全や健康を守るためにできることから始めてみ

ませんか？（10月 19日） 

友情の証 実る秋 

【長岡市表彰】 

 ○多年にわたり与板町交通安全協会役員を務められた功績 

   昭和 63 年に与板町交通安全協会理事に任命され、以来 29 年にわたり、地域の実情に即した交

通安全活動に積極的に取り組んでこられました。 

    山口 日出二さん（広野） 

 ○多年にわたり消防団として尽くされた功績 

   長年にわたり消防団員として、与板地域の消防活動、水防活動を行い、市民生活の安定に貢献

されました。 

    小林 誠さん（安永） 、 本間 彰さん（江西３） 

■良寛にまつわる資料が寄贈されました 

 結成 50 周年を記念し、与板ライオンズクラブから冊子「良 

寛と与板」、良寛歌碑案内パンフレット、良寛歌碑案内板が長 

岡市へ寄贈されました。良寛歌碑案内板は河川緑地たちばな 

公園に、パンフレットは与板地域の市有施設等に設置されてい 

ます。「良寛と与板」は、与板小学校・中学校にも寄贈され、 

中学校では生徒が代表して受け取りました。 

 与板の歴史を紡ぐ大切な資料を、ありがとうございます。 
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除雪作業にご協力をお願いします 

 市では、除雪計画により冬期間の道路交通の確保に努めます。安全で効率的に除雪作業ができ

るように、またその効果が十分に発揮できるように、次のことについてご協力をお願いします。 

●危険ですので除雪車には近寄らないでください。 

  特に小さなお子様がいるご家庭では注意くださるようお願いします。 

●路上駐車をしないでください。路上に消雪用ビニールホース、乗入れ板等を放置しない

でください。 

●玄関先、車庫前の雪処理は各家庭でお願いします。 

●道路には雪を出さないでください。やむを得ず出した場合は、 

すぐに片付けてください。 

●破損のおそれのある塀や垣根には赤旗等の目印をしてください。 

●夜間、早朝に除雪作業を行うことが多いため、騒音振動等でご 

迷惑をおかけしますが、ご理解ください。 

●大雪の場合、やむを得ず畑や宅地等に排雪することがありますので、ご理解ください。

事前に相談等が必要な場合はご連絡ください。 

●横断歩道部分において、通園通学等に支障があるところは、町内会などで自主的に除雪

してくださるようお願いします。 

 

消雪パイプの運転休止時間 

消雪パイプは、日中２時間の運転休止時間が設けられています。 

 休止時間帯：午後２時から３時 及び 午後４時から５時 

一斉雪下ろしについて 

町内会単位での屋根の一斉雪下ろしは、交通規制や除雪体制の対応が必

要となりますので、与板支所産業建設課や与板維持管理事務所と連絡を取

り合ってから実施してください。 

市道に関すること 産業建設課土木施設係 ☎72-3201 

国県道に関すること 与板維持管理事務所維持管理課 ☎72-3185 

除雪に関する

問い合せ先 ➜ 

水道局からのお知らせ 

◎ 水道局では冬期間でも、水道メーターの検針を行っています。メーター器の上に物を置いたり、囲

いなどをしないようお願いします。確認できないときは、使用実績を参考に、使用水量を「推定」

させていただきます。水道メーターの検針に、ご協力をお願いします。 

◎ 水道メーターで水漏れの有無を確認できます。じゃ口を全て閉めてメーターが回るときは、水漏れ

の可能性があります。水漏れの早期発見に心がけましょう。 

◎ これからの季節は、寒さによる水道管の凍結破損が発生する可能性があります。凍結防止の準備や

対策をお願いします。 

【問】水道局 与板営業所 ☎72－2259 
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募 
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平
成
31
年
度
た
ち
ば
な
児
童
ク
ラ

ブ
の
入
会
に
つ
い
て 

放
課
後
の
児
童
健
全
育
成
を
図
る

た
め
「
た
ち
ば
な
児
童
ク
ラ
ブ
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。 

入
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請

書
等
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
た
ち
ば
な
児
童
ク
ラ
ブ
（
与
板

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た

は
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
あ
る
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
が
定
員
を
上
回
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
低
学
年
を
優
先
し
、

児
童
・
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
入
会

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。 

対
象
＝
放
課
後
帰
宅
し
て
も
保
護
者

等
（
祖
父
母
等
を
含
む
）
が
就
労
な

ど
に
よ
り
不
在
の
小
学
生 

定
員
＝
お
お
む
ね
60
人 

申
請
期
間
＝
平
成
31
年
１
月
15
日

（
火
）
～
28
日
（
月
） 

【
問
】
地
域
振
興
課
教
育
支
援
係 

☎
72
・
３
１
０
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暮
ら
し 

 

う
ま
み
ち
森
林
公
園
は 

雪
解
け
ま
で
お
休
み
し
ま
す 

う
ま
み
ち
森
林
公
園
は
冬
季
休
園

し
ま
す
。 

今
年
度
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
度
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

休
園
期
間
＝
11
月
21
日
（
水
）
～ 

 
 

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
） 

【
問
】
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係 

 

☎
72
・
３
２
０
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イ
ベ
ン
ト 

 

市
展
巡
回
展
を
開
催
し
ま
す 

 

長
岡
市
美
術
展
覧
会
で
の
入
賞
作

品
を
与
板
地
域
で
も
展
示
し
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

日
時
＝
11
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
） 

 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
４
時 

場
所
＝
よ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
２
階
ホ
ー
ル 

 

手
続
き
・
制
度 

 

町
内
会
な
ど
の
除
雪
機
燃
料
費
を

補
助
し
ま
す 

冬
期
間
（
12
月
～
３
月
）
に
、
町

内
会
な
ど
の
共
助
組
織
が
利
用
す
る

除
雪
機
の
燃
料
費
相
当
額
を
補
助
し

ま
す
。 

対
象
団
体
＝
町
内
会
、
自
主
防
災
会
、 

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど 

対
象
箇
所
＝
集
会
所
な
ど
の
公
共
的

な
敷
地
、
通
学
路
、
生
活
道
路
、
地

域
の
危
険
箇
所
な
ど
（
個
人
敷
地
は

対
象
外
）
で
、
対
象
団
体
が
除
雪
機

を
利
用
し
て
行
う
除
雪
作
業 

対
象
除
雪
機
＝
対
象
団
体
の
所
有
、

レ
ン
タ
ル
、
リ
ー
ス
（
個
人
所
有
含

む
） 

補
助
金
額
＝
除
雪
機
を
利
用
し
た
除

雪
作
業
1
時
間
当
た
り
５
０
０
円

（
期
間
内
の
限
度
額
30
万
円
） 

申
請
方
法
等
＝
除
雪
作
業
を
行
う
前

に
地
域
振
興
課
へ
必
要
書
類
（
申
請

様
式
は
地
域
振
興
課
ま
た
は
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送 

【
問
】
地
域
振
興
課
地
域
振
興
・
防

災
係 

 
 
 

 

☎
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・
３
１
０
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み
ん
な
で
歩
こ
う
会 

応
募
用
紙
を
提
出
く
だ
さ
い
！ 

 

10
月
10
日
か
ら
11
月
21
日
ま

で
実
施
し
て
い
る
、
み
ん
な
で
歩
こ

う
会
の
歩
数
記
録
用
紙(

応
募
用

紙)

の
提
出
時
期
に
な
り
ま
し
た
。 

お
手
元
の
歩
数
記
録
用
紙
に
毎

日
の
歩
数
を
記
入
し
、
応
募
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
箱
＝
市
民
生
活
課
及
び
よ
い

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

応
募
締
切
＝
12
月
２
日
（
日
） 

一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
方

へ
、
参
加
賞
、
賞
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。 

【
問
】
市
民
生
活
課
保
健
係 

☎
72
・
３
１
９
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忘れずに 

応募してね！ 
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市ホームページでもご覧になれます。 

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/osirase/yoita/osirase.html 

 

与板地域の人口（H30.11.１現在）※（ ）前月比 

世帯数 人口 男 女 

2,267 世帯
（－4） 

6,406 人 
（－11） 

3,153 人 
（－5）  

3,253 人 
（－6） 

※外国人世帯・人口を含む 

 

■納期限は１１月３０日（金）です  

国民健康保険料 ５期 

後期高齢者医療保険料 ８期 

介護保険料 ８期 

下水道事業者受益者負担金 ３期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

健康ひとくちメモ    『端末を持たせた大人に責任があります』 
 ～「知っておきたい、子どもとインターネット」講演会より～ 

現代社会では欠かせない存在となったインターネット。子どもの「ネットトラブル」「ネット依存」も身

近な問題となっています。しかし、インターネットに接続可能な端末は子どもが自ら購入したものではな

く、いずれかのタイミングで大人が持たせたものです。子どもが大人と同じように判断し、上手に利用す

ることが出来るでしょうか。 

安全な利用の為に出来ることはたくさんあります。端末を持たせるタイミングでフィルタリング設定、

機能制限、ウイルス対策等守ってくれる仕組みを利用しましょう。 

ただ、ネットいじめの不安、コミュニケーション不足や勉強時間への影響、健康への影響などの心配は、

それだけでは解決しません。身近にいる大人が、子どもと一緒に使うときのルールを作り、生活習慣を身

につけたり、学習時間を確保することなど自制心を育むことが大切です。そして、成長段階に応じてルー

ルを改正するなど、安全、安心の為に出来ることから始めましょう。 

1 土 土砂災害Ｄメールテストメール発信 

2 日  

3 月  

4 火 おしゃべりハッピータイム（子育ての駅） 

5 水  

6 木 
地域対抗スポーツ大会年間表彰及び反省会
（体育館） 

7 金 成道会おたのしみ会（保育園） 

8 土 幼稚園発表会 

9 日 
与板体育館・よいたコミセン・与板ふれあい
交流センター年末大清掃 

10 月 行政相談（与板支所男子厚生室） 

11 火  

12 水 
ほのぼ～のカフェ 健康相談・身体測定 
（子育ての駅） 

13 木 離乳食相談会（子育ての駅） 

14 金  

15 土  

 

16 日  

17 月  

18 火  

19 水 
ＴＶを消してごはんを食べようの日 
親子体操教室（子育ての駅） 

20 木 
親子ヨガ（子育ての駅） 
１歳６か月児健康診査（三島保健センター） 

21 金 お誕生会（子育ての駅） 

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 クリスマス会（子育ての駅） 

26 水  

27 木  

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  

 

自動車文庫「米百俵号」巡回日程 

12 月５日（水） 

 10：30～10：50 槙原農村センター 
 11：00～11：20 旧与板公民館黒川分館 
 11：30～12：00 ふれあい交流センター 
 13：10～14：00 与板幼稚園 
12月６日（木） 
 13：10～14：00 与板小学校 
12月 10日（月） 
 13：00～13：20 本与板集会所 
 13：40～14：00 城山集会所 


